















の障害の一つとして、そのデー タの信頼性も問題となる。言語事象や漢字の字体等 初めと 日本語史の研究において、そ 論拠となる資料の信頼性は極めて重要であり、原文の内容を知るに足る正確な情報が求められる。それらの要求に応えられるテキストを作成するのも、容易なことではないであろう。
上述の如き様々 な困難さを伴うものの、訓点資料言語の











































第八（院政期 ）の本文を底本とし、その仮名加点箇所の本文及び検索用語を出現順に列挙したものである。一、底本には朱と角筆による二種類の加点が確認されるが、訓読文では前者（朱点）には何も付さず、後者（角筆点）には「」を付すことで両者を区別して示した。一、用例の掲出においては、仮名加点の存する箇所を中心に、 文単位で げる を基本としている。但し、二文で一セットの反復表現等 纏め 掲げた方が理解し易いと判断された場合には、一文に拘らず掲出している。一、訓読文は底本のヲコト点 平仮名で示し （底本は平仮名による加点 ）を片仮名で示し、補読 た語句は平仮名を（）で括って示した。また 不 の漢字は［］で括って示し、再 字の二度目 読みも、 「當に…［當］
（再讀）











































った。但し、検索の便を考慮 て、底本の仮名加点が歴史的仮名遣と異なる箇所については、 （）で括っ 歴史的仮名遣による表記も併記した。 （ 「・きこふ・ （・きこゆ・） 」
「・チムリムす・ （・チムリンす・） 」等）（６）字音語の掲出においては、仮名 付されていない





で括って示した。 （ 整理」 「・セイ‐す・ （・シヤウリす・） 」
セイ






































































道に於て［而］涅槃 を 得シメタマヘト。 （二オ２、
エ
（返）









































































































炬爲（り） ］ ［イ 生死（の）長夜（の 爲大智に與 ふ ］
9
（五オ４、 ・あたふ・‐‐ゴ・（・ダイチゴ・） ともしび・たり・）＊「生」右傍仮名「タ□」を擦り消した跡あり。或は、 「タメ□」と共に「與」字の付訓か。＊「與」左傍仮名「タメ□」を擦り消した跡あり。○此（の）法（は）能く四魔の兵衆を破するに而も
（返）




























か如し。 （五ウ４、 ・ただし・‐す・ （ ヂす ） ・‐
（三）






































































５、 ・たまふ・ず・）＊「見」仮名「タマハ」 、正確 は「不」字の右傍に り。○何（に）況（や）餘人・心法を見（る） と得ンヤ。 （七
エ



































‐・ （・デンクワウ・） ・あひ・ひさし・‐す （ ヂユウす・） ・ず ）○心（は 虛空（の）如（し）客塵煩惱覆―障
（返）
（返）







































スに自在を得（るか 故（に） 。 （八ウ２、 ・おこす・）
（返）
＊「如」右下にヲコト点らしき符号があるが、未詳。○心（は）怨家の如 ）能 く 自身をして大苦
（返）
（返）























・ヤウ‐・ ・ヤウザウ・） かげ・かたち○心（は）夜叉如（ ）能（く）種種（の 功德
（返）








穢惡を好ムカ故（に） 。 （九オ１、 ・‐ヨウ・ （・シ
コノ
（返）














功德を竊ムカ故 に） 。 （九オ３、 ・ダウゾク・ぬすび
ヌスか
（返）







































































































































































コンスす・） ・う・＊「蒙」「て」のヲコト点 擦り消した跡あり。○一切有緣・得記の人 此の觀門を修 て當に佛に作
ナ
（返）


































オ３、 ・‐シウカウ・ （・ダイシユガウ・） ・たり・わたる・いたる・）＊「大」中央に斜線あるが、未詳。＊「舟」右傍仮名「シウ」の下に角筆仮名あるか。＊「令」二点、ママ。○此（の）法は最勝の大法鼓なり （一三オ４、 ・‐‐
「コ」
35














































































（一四オ４、 ・ヒ‐・ （・ヒテウ・ ・とぶ・とり・たづぬ・）○空（の）聚落の人奔リ走ルカ如（し） 。 （一四オ４、 ・は
ハシハシか









セ不して便チ解脱シヌ。 （一四ウ１、 ・‐す （・クワンず
スナハ














宣説シタマフ（て）＊曰ハク・ （一四ウ２、 ・おこす たま
イ












セン時には清淨の手 擧ケヨ。 （一五オ２、 ・‐す・ （・ヂ
ア










・さらに・あひかたし にぎる・こと・す・○此の印を成し已（り） 前の眞言を習セヨ 一
（返）
（返）







































を説イツ（一六オ２、 ・‐‐す・ （・センセチす・） ・たま
ト









































フか爲の故に。 （一七オ１、 ‐‐す・ ・ヂヨダンす
（四）












































し。 （一七オ３、 ・ソウ‐・ （・ズリム・） ・
（下）（三）











































































オ４、 もの とる・む ）○善男子若（し） 見を起サンは空の見 起 さ
（返）
む）に勝レタリ。 （一八オ４、 おこす・む・すぐる たり
スク








して能く菩提を發セ。 （一八オ５、 ・のぞく・をはる ぬみづから・おこす・）○二相有ル（こ）ト无（し） 。 （一八ウ２、 ・あり こと・）
ア





































































を持―念―觀―察セヨ 二〇オ４、 ・‐イン・ （・シユ
（下）



























ケて成―就觀―察セヨ。 （二〇ウ４、 なほし ただし
69











五種の三摩地門を＊獲ン。 （二一オ１、 ・‐す （・シユす
エ









縷三昧・四（に） 起伏 五 安住 なル
（上）































するか如く。 （二一ウ１、 ・ミコウ・ （・ミグ ） つ
（下）























































（と）爲る 二二オ４、 ・‐ル・ （・ビヤクル ） いと
す


































・‐す・ （・ジユクす・） ・ず○＊或には善（く）成立し善（く）成立セ未。 （二二ウ
アルトキ
す












・起伏と＊爲。 二二ウ３、 ・はかり・テイカウ・ （・タイ
ス｛す｝







































如し。 （二三オ１、 ・とをし・ （・とほ ・） ・シヤ‐
（下）
82・ （・シヤシヤク・） ・わたる う ほとほど・たふ たちまちに・セチ‐・ （ セチセン ） ・カンミ・ （・カムミ










































ツト觀セヨ 二四ウ１、 ・なか・クワン‐た ・ （ ク
（三）
65













す・ただ ・て・むね なか・）○先（つ）左右（の）二大母指（を 以（て） 各（の 左右（の）手掌（の） ［之］内 に）入（れ） ・各（の）左右（の）頭中指及 ひ 名十指 を 以 て 母指 を
87
88











（し） ・虛空 に 直竪（し） ・其（の）左拳（を）以
シユ
（上）




す・ （・カイグヱンす・ シヨす ‐シユす ・ヂキジユす・） ・ケンアクす・＊「指」「指」字下「於」字を抹消符により抹消。○次（に）右拳・頭指（の） ［之 頭（を）以 て 即（ち）右拳・拇指一節（を）指（し） 亦 た 心前
モ
（平）















































































たとひ・たまふ・り ・も・たまふ ）○是（の）如キ心地の三種祕密 无上法輪は能く善
（返）







































































































































































































































を得る无礙大甲・ （三 オ１、 ・さとる ）○三十一（は） ［者］廣く 情を化して菩提樹
（返）
（返）
に坐セシメ佛果を證（せ）令 む る一味大甲・ （三
（返）
114






















す［當］し。 （三二オ５、 ・み・‐チウ・ （・ケフヂ
（再讀）
ウ・） ・かぶと・よろひ きる て は・つとむ・て・○［於］現世の中 大福智を具して速に无上正等菩
（返）














































































































































○能 く 國界をして最勝安樂ナラ令む。 （三五ウ３、 ・‐‐なり・ （・アンラクなり・） ）○是の因緣を以て汝等大衆・大忍力に住して此
（返）
（返）







六オ１、 ・いまし・ ‐す リヤクす・） たまふ・）○若（し）善男子善女人有（り）て能く此 の 經の
（返）













































（か）むヲヤ。 （三七オ を・や・）○［於］現身の中に十種の勝利の［之］福 感得セン。 （三七ウ４、 ・‐‐す・ （ コムトクす・） ・む ）○五（は） 者 資財に乏シカラ不。 （三八オ１、 ともし
トモ
す
・）○六（は） ［者］皮膚潤＊澤［イ、皮膚潤澤］な 。 （三
ヒヨウニン
カハハタヘウルヒ
八オ１、 ・ヒヨウ・ （・ビフ・） ニン‐なり・ （ ニンヂヤクなり・） かは・はだへ うるひ・）＊「澤」左傍に某字を擦り消した跡あり。○七（は） ［者］人の爲に愛―敬セラル （三八オ２、
（返）
・‐‐す・ （・アイキヤウす・） らる・）○八（は） ［者］孝養 子を得ン。 （三八オ２、 う・む・）
エ
○九（は） ［者］眷屬和睦す［和睦］ 。 三八オ２、 ・
ムツヒン
（入）
























説―書―寫セン（三八ウ５、 ・‐す・ メツす・ ・む・
む





供養するに爲。 （三九オ２、 ・‐‐す・ （・ソンヂユ
（訓）

















































































































のぶ・たり・む・）○九（は） ［者］顏容改ラ不。 （四一オ３、 ・あらた
アラタマし






ラン。 （四一オ４、 ・あり・む・）○八（は） ［者］眷屬に背カ不（四一ウ３、 ・そむく・）
ソムし
（返）
○九（は） ［者］人天敬愛セン（四一ウ３、 ・‐‐す・ （・キヤウアイす・） ・む・）○十（は） ［者］佛の所説を讃メン（四一ウ４、 ・ほ
ホ
（返）
・む・）○是（の）如（き 善語・皆 な 此（の）經に由ラ
（返）
ン。 （四一ウ４、 ・よる・む○二（は） ［者］結恨を懷カ不。 四一ウ５、 ・いだく・）
イタし




・ （・ケンシム・ ‐す・ シヤウず○五（は） ［者］過惡を説カ （四二オ１、 ・とく
トし
○七（は） ［者］顚倒の心无カラン 四二オ２、 ・ し
ナ
140
む・）○九（は ［者］七慢を遠離セ 。 四二オ３、 ‐‐す
141








（の）佛法（を）證得 し 三昧（を）圓滿欲 （と）樂
セ





















ンヲヤ。 （四二ウ２、 ・や・う・‐‐す・ （・シユジフす・）・む・を・や・）＊「習」「し」 「て」のヲコト点を擦り消した跡あり。○汝等大會・一心に奉持して速に凡夫を捨テヽ當
ス
（返）
に佛道（を）成（す） ［當］し。 （四二ウ２、 すつ
（再讀）
・て・）○爾（の）時文殊師利法王子等の无量大菩薩・智光菩薩等の新發意の菩薩阿若憍陳如 の諸大聲聞 天龍八部・人非人衆・各―各に一―心に・佛説受持 て皆 な
（返）











































































































































































































































































































































本用例集では、如何にして検索 語を統一し、検索者による揺れ及び検索漏れを最小限に止めるかに重点を置き 検索用語を呉音に統一するという方法をとった。しか それにより、実際に付されてい 読みと検索用語との間に乖
離が生じてしまった。これらの点以外にも、多々 不備が存するかと思われるが、大方のご批評を賜れば幸いである。【付記】
本用例集は、松本光隆広島大学教授が昭和六十一年に書
写・移点した移点本を借用し、底本としたものである。
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